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一 般 質 問 一 覧 

                                 平成２８年９月９日 第３回定例会 

質 

問 

順 

質  問   者 質      問      事      項 

１ 斉 藤 り え 
１ 北区職員ならび北区民への合理的配慮の周知について 

２ 手話言語条例の制定に関して 

２ さがら としこ 

１ ｢都営桐ケ丘団地建替・再生事業第６期計画｣と（仮称）桐ケ丘区民センター

の建設計画について 
(1) 創出用地Ａ地区を予定地とした理由と今後の予定について 

 (2) 住民参画による区民センター計画の具体化を求める 

２ ｢桐ケ丘建替・再生第６期計画｣と区立桐ケ丘体育館の改築について 
３ 桐ケ丘団地建替事業と桐ケ丘郷小学校の諸課題について 
 (1)｢桐ケ丘第６期計画｣にあわせ、改築用地確保を位置づけるべき 

 (2) 旧桐北小跡地の建替住棟（建替第４期）の完成に合わせ、通学路の再整

備を求める 
 (3) 学校の南側に予定されている８階建ての住棟について（建替第５期） 

教育施設の環境をまもる対策を都に求めること 
 (4) 校門前を通過する新設区道計画について（第６期） 

通学時の安全確保と教育環境を守る対策について 
４ 桐ケ丘中サブファミリーブロックにおける新たな学校適正配置について 

 (1) 新設される１千戸の都営住宅や区有地への保育園新設など、新たな情報

を学校適正配置検討会に提供すること 
 (2) 人口増が予測される中、児童数についての再調査を求める 
 (3) 児童数が増加傾向にある地域での、拙速な学校統合はやめよ 
５ 超高齢化地域で、建替えに伴う移転を安全にすすめるために、都とともに丁寧な

対策を講ずること 

(1) 対象地域への説明を丁寧におこなうこと 
 (2) 廃棄物処理などの負担軽減について 
 (3) 赤羽区民事務所桐ケ丘分室や住宅供給公社窓口を存続すること 

３ 永 井 朋 子 

１ 浮間唯一のバス路線、赤06便の運行継続で区民の足を守る取組みを 

 (1) 赤06便の運行継続を図ることについて 

  (2) 休止の手続きについて 

 (3) 赤06便バス路線の代替案について 

 (4) コミュニティバス新規路線の実施を 

 (5) 地域公共交通会議を設置すること 

２ 公共交通機関における利用者の安全確保について 

３ 浮間さくら荘移転後の跡地利活用について 

４ 坂 口 勝 也 

１ 主権者教育について 

２ 投票環境向上について 

３ 希望が、ゆきわたる北区へ。 

(1) 子どもの貧困について 

(2) 介護サービスについて 

 (3) シティプロモーションについて 

４ 熊本地震の教訓、防災対策について 

５ 豊島地域の諸課題について 
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５ 吉 岡 けいた 

１ 審議会等の見直しについて 

(1) 審議会・調査委員会などの設置根拠、運営基準についてルール明確化 

(2) 審議会委員の人選について固定化せずに多様な人材活用の検討 

(3) 情報公開について審議会などの種類、開催予定、議事録公開 

(4) 北区経営改革プランに審議会等の見直し項目の設置 

(5)｢廃止」判断を含めた整理統合と有効活用法の検討 

２ 中十条の補助83号線整備事業に伴うまちづくり問題について 

(1) 十条冨士塚保存について現状の見通し 

(2) 文化財保護に関する区・都の役割と協議方法 

(3) 十条冨士塚の現状変更に関する情報公開と地域への説明 

(4) 北区都市計画マスタープランへ文化財保護の視点 

(5) 補助83号線事業における木造密集市街地整備など行政の考え 

３ 北区における子ども子育て事業への民間活力の活用 

(1) 認可外保育施設との協同 

(2) 子ども子育て会議審議への多様な意見取入れと人材活用 

(3) 母子包括支援センターについて 

(4) 地域ぐるみの子育てにおける民間事業者等の活用 

(5) 子育てカフェについて 

６ 野々山   研 

１ 公共施設のあり方について 

(1) 公共施設等総合管理計画について 

 (2) 志茂三・四丁目の大規模マンション計画にともなう公共施設の充実について 

 (3) 住民の声を生かした学校跡地の利活用を 

 (4) 公共施設の再配置における利用者への説明責任について 

 (5) 公共施設再配置方針の目標について 

２ あらためて都市計画道路補助86号線問題を問う 

  (1) 赤羽南区間の事業認可と用地説明会について 

  (2) 北清掃工場における住民と都の公害防止協定について 

  (3) 法的瑕疵問題をあいまいにしたまま事業を進めることは許されない 

 


